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オフィスまるごとサポートデバイスマネジメント 

VPP 運用マニュアル 

はじめに 

本マニュアルの目的 

本マニュアルでは、VPPアプリケーションと VPP書籍の配信を行うための手順について説明しています。 

Volume Purchase Program（Apple Deployment Program）ではなく、Apple Business Managerをご利用
の場合でも、オフィスまるごとサポートデバイスマネジメント側の操作方法は変わりません。 
Volume Purchase Program 側の操作が、Apple Business Manager での操作となります。 
Apple Business Manager の操作方法については、以下を参照してください。 

https://help.apple.com/businessmanager/?lang=ja 

 

管理サイト側の基本操作や、各設定項目の詳細については、以下を参照してください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』 

 

本マニュアルの見かた 

本マニュアルの説明で使用する記号やマークの意味、マニュアルで使用している画面の種類や注意事項は以下

のとおりです。 

 

◆ 記号・マークについて 

マニュアルで使用しているマークや記号は以下のとおりです。 

記号・マーク 説明 

［ ］ メニュー名、ボタン名、リンク名を表します。 

「 」 タブ名や機能名、項目名、マニュアル内の参照先など、強調したい名称を表します。 

『 』 参照先のマニュアルを表します。 

⇒ 操作の結果を表します。 

 マニュアルや見出しの参照先を記載します。 

 注意すべきことについて説明しています。 

 運用や操作のポイントや、知っておくと便利なことについて説明しています。 

 画面説明において、該当の画面を表示するためのメニュー操作を記載します。 

 

［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［アプリケーション配信］→  

 

◆ 画面について 

●本マニュアルはユーザー種別が「管理者」用です。ユーザー種別「管理者」以外で管理サイトにログイン

した場合は、ユーザー種別に応じて編集や閲覧に制限がかかります。詳細は、以下を参照してください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「ユーザー」 

●画面上のバージョン表記は実際のものとは異なる場合があります。 

●Windowsの OSバージョンや、ご使用になるブラウザーによって、一部の画面や操作が異なる場合があり

ます。本マニュアルでは、Google Chromeで表示した画面を使用して説明しています。 

 

 

https://help.apple.com/businessmanager/?lang=ja
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Web サイトの URL について 

マニュアルの説明で記載している弊社以外の Web サイトの URL は、予告なく変更される場合があります。あ

らかじめご了承ください。 

 

商標について 

●iPhone、iPadは、Apple Inc.の商標です。 

●iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使⽤されています。 

●記載の会社名および製品名は、各社の登録商標および商標です。 
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1 VPP 運用マニュアル 
 

本マニュアルは、VPP運用についての情報を記載します。 

 

以下の項目について説明しています。 

 

項目 ページ 

VPP アプリケーションの配信手順 6 

VPP 書籍の配信手順 29 
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1.1 VPP アプリケーションの配信手順 

Apple社の提供する Volume Purchase Program（VPP）では、有料アプリのライセンス管理・配布を行うこと

ができます。VPPを利用することで有料アプリのライセンスを大量に購入し、複数のユーザー、組織、または

機器を対象に同時に配布できるようになります。 

 

本機能以外（他のMDMなど）によってライセンスの付与・ユーザーの招待が行われた場合は、管理対象外
となります。 

本機能によってライセンスが付与されていても、App Storeからアプリの配信が取り消された場合は配信で
きません。 

VPPサーバートークンの有効期間は１年間です。Apple Push証明書と同様に 1年に 1回の更新が必要です。 

機器への VPPライセンスの割り当ては、iOS 9以降の OSに対応しています。iOS 9以前の端末に対して行っ
た場合、VPPアプリケーションは配布されませんのでご注意ください。 

 

1.1.1 VPP トークン 

VPPトークンとは、VPPアカウントを管理サイトにリンクするためのトークンです。 

VPP トークンには VPP プログラムで購入したライセンスの種類や数量に関する情報が含まれています。この

VPPトークンを「VPPライセンス」からアップロードすることで、VPPのライセンス管理・配布を管理サイト

内で行うことができます。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「設定―iOS」－「VPP ライセンス」 

 

Appleから VPPトークンを入手するには、事前に以下の準備が必要です。 

●メールアドレスの準備 

●D-U-N-Sナンバーの登録（登録制の標準企業コードです。登録には数日かかる場合があります。） 

 

準備ができたら「https://www.apple.com/jp/business/programs/#vpp」から Apple の Volume Purchase 

Programへのアカウント登録を行います。アカウントの発行まで 2、3時間かかる場合があります。 

アカウントの登録が完了したら、VPPライセンスを使用したアプリの一括購入ができます。 

 

アプリの購入後に VPPトークンをダウンロードします。 

 

VPP トークンの更新 

Apple社の提供する Volume Purchase Program（VPP）は、1年に 1度更新する必要があります。 

VPPトークンの有効期限が切れてしまうと、アプリケーションの管理ができなくなります。さらに、VPPサー

バーとオフィスまるごとサポートデバイスマネジメントサーバーの通信ができなくなりますので、アプリライ

センスの状態管理、配布、回収ができなくなります。期限切れになる前に更新作業を行ってください。 

 

更新の詳細については、以下を参照してください。 

『VPP サーバートークン年次更新マニュアル』 

https://www.apple.com/jp/business/programs/#vpp
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1.1.2 VPP トークンのアップロード 

VPPトークンをアップロードします。 

VPPライセンスは 500件まで登録できます。 

 

【1】［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［VPP ライセンス］をクリックします。 

【2】  をクリックします。 

⇒「新規作成」画面が表示されます。 

 

1 

2 
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【3】「アカウント名」に VPP トークンの名称を入力します。 

【4】［ファイルを選択］からアップロードする VPP トークンを指定します。 

 

【5】「備考」に VPP トークンの取得に使用した Apple ID を記録します。 

【6】［保存］をクリックします。 

⇒設定が保存されます。 

 
手順【3】から【6】の詳細は、以下を参照してください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「設定―iOS」－「VPP ライセンス」 

5 

6 

3 
4 
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【7】作成された設定が、一覧に追加されたことを確認してください。 
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1.1.3 VPP ライセンスの確認 

VPPトークンアップロード後、「アプリケーション」タブをクリックすると、VPPで購入したアプリケーショ

ンが一覧で表示されます。「端末とユーザーの関連付け」でこれらのアプリケーションをユーザーに割当しま

す。 

 

【1】［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［VPP ライセンス］→一覧から対象を選択します。 

【2】「アプリケーション」タブをクリックします。 

⇒「アプリケーション」タブの下に購入したアプリケーション一覧が表示されます。 

 

 

 

2 
1 
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1.1.4 端末とユーザーの関連付け 

VPPライセンスは、ユーザー、組織、機器に対して割当します。 

 

◆ 機器に割り当てる場合 

ユーザー（組織）を選択しない場合は、［機器］に VPPライセンスを割り当てます。詳細は、以下を参照して

ください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「設定―iOS」－「VPP ライセンス」 

 

ユーザー（組織）を選択している場合は、［機器］の VPP設定はユーザー（組織）で設定した VPPライセン
スが表示され、編集はできません。 

 

◆ ユーザーに割り当てる場合 

ユーザーを作成し、［機器］の「所属」オプションで「ユーザー」を選択し、機器との紐付けを行ってくださ

い。詳細は、以下を参照してください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「機器」－「機器の管理情報」 
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◆ 組織に割り当てる場合 

組織を作成し、［機器］の「所属」オプションで「組織」を選択し、機器との紐付けを行ってください。詳細

は、以下を参照してください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「機器」－「機器の管理情報」 

 

 

ただし、組織を活用する場合、「ユーザー」で所属する「組織」を設定する必要があります。 
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1.1.5 ライセンスの仮割当・割当の反映 

ユーザー（組織）、または機器に対してライセンスを割当します。アプリライセンス付与は 3 ステップありま

す。 

1. VPPテンプレートの作成（任意設定） 

2. ライセンスの仮割当（ユーザー／組織／機器） 

3. ライセンスの割当を反映 

 

1.1.5.1 VPP テンプレートの作成（任意設定） 

各ユーザー（組織）、または機器に対してアプリのライセンスを付与するには、複数のアプリをまとめたテン

プレートを事前に作成することで効率的に［ユーザー］、［組織］、または［機器］で設定できます。詳細は、

以下を参照してください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「設定―iOS」－「VPP ライセンス」 

 

【1】［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［VPP 設定テンプレート］→  をクリックします。 

【2】「テンプレート名」に任意のテンプレート名を入力します。 

【3】「VPP管理配布登録」の「VPPライセンス」にアップロードしたVPPトークンをプルダウンメニュー
から指定します。 

【4】［アプリケーション］をクリックします。 

【5】「VPP アプリライセンス付与」にテンプレートへ含めるアプリケーションを追加します。 

【6】［保存］をクリックします。 

 

 

 

 

 

1 

2 
3 

4 
5 

6 
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1.1.5.2 ライセンスの仮割当（ユーザー／組織／機器） 

［ユーザー］の「VPP 設定」タブ、［組織］の「その他▼」→［VPP 設定］、または［機器］の機器の詳細の 

 →「設定」→［他の設定を見る］→［VPP設定］からライセンスの仮割当を行います。 

 

設定には 2つの手順があり、状況にあわせて選択してください。 

 

●VPP設定テンプレートを使用する場合 

●VPP設定テンプレートを使用しない場合 

 

どちらの手順でも作業が終わりましたら、「仮割当したライセンスの反映」へ続きます。 

 

≪VPP 設定テンプレートを使用する場合≫ 

【1】［ユーザー］→［一覧］→一覧から対象を選択→「VPP 設定」タブをクリックします。 

【2】［新規作成］をクリックします。 

 

 

1 

2 
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【3】「テンプレート」にプルダウンメニューから作成したテンプレートを指定します。 

［組織］の［その他▼］→「VPP設定」の場合、「VPPライセンス付与対象」に「ユーザー」または
「機器」を選択します。 

（A）［アプリケーション］が選択されている状態で作業を行います。 

【4】［適用］をクリックします。 

 

 

【5】「仮割当したライセンスの反映」に続きます。 

 

3 
4 

(A) 
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≪VPP 設定テンプレートを使用しない場合≫ 

【1】［ユーザー］→［一覧］→一覧から対象を選択→「VPP 設定」タブをクリックします。 

【2】［新規作成］をクリックします。 

 

 

1 

2 
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【3】「VPP ライセンス」にアップロードした VPP トークンを指定します。 

［ユーザー］の場合のみ、「参加依頼」はユーザーに複数の iOS機器が紐付けられていると、どの iOS
機器に参加依頼が送付されるかを選択します。 
・自動送信：最初に同期した端末が VPPサービスに参加します。（Apple ID が異なることを想定） 
・手動送信：どの端末を VPPサービスに参加させるかを選択できます。 

［組織］の場合のみ、VPPライセンスを付与する対象を「ユーザー」または「機器」から選択します。 

［ユーザー］の場合のみ、構成プロファイルアップロードで、App Storeを表示させないようにする
制限項目（「Appのインストールを許可」または「App Storeからの App インストールを許可」）を有
効にしていると、VPPの参加依頼を完了できませんのでご注意ください。 

【4】「VPP アプリライセンス付与」の「アプリケーション名」にアプリケーションを追加します。 

  をクリックすると、新規に追加できます。 

  をクリックすると、追加したアプリケーションを削除できます。 

（A）［アプリケーション］が選択されている状態で作業を行います。 

【5】配布するアプリケーションをすべて追加したら、［保存］をクリックします。 

 

 

【6】「仮割当したライセンスの反映」に続きます。 

 

5 

3 

4 

(A) 
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1.1.5.3 仮割当したライセンスの反映 

仮割当したライセンスを反映します。 

ユーザー、機器、組織、すべてに VPP設定がされていた場合、優先順位は「ユーザー＞機器＞組織」で設定
されます。機器、組織に VPP 設定を行う場合は、事前にユーザーや機器に、すでに VPP アプリライセンス
が付与されていない状態であることを確認してください。 

ユーザーまたは機器が所属している組織に、すでに VPP 設定が適用されている場合、VPP 設定画面には組
織で設定したVPP設定詳細が表示されます。組織の設定を無視して個別のVPP設定を適用する場合は、「ユー
ザー」画面の場合は［ユーザー個別設定］を、「機器」画面の場合は［機器個別設定］をクリックしてくださ
い。 

 

≪［ユーザー］の場合≫ 
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≪［機器］の場合≫ 
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1.1.5.4 ライセンスの割当を反映 

「仮割当したライセンスの反映」で設定した仮割当を本割当として反映します。 

 

【1】［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［VPP ライセンス］→一覧から対象を選択→「アプ
リケーション」タブを表示します。 

【2】該当アプリケーションの「未割当数」が「1」以上の数値であることを確認します。 

「0」の場合は反映する仮割当がありません。 

【3】［更新］をクリックしてください。 

⇒「未割当数」が「0」になり、「使用数」カラムの数値が反映されたライセンス数に合わせて増加しま
す。 

 

「所持数」が「未割当数」を下回る場合、ライセンス付与はできません。その場合、ライセンスの回
収を行ってライセンスが付与されたユーザーまたは機器を減らしてください。詳しくは、以下を参照
してください。 

「ライセンスの回収」21 ページ 

画面が変更されない場合は、画面を再読み込みしてください。 

仮割当を行ったあとも「未割当数」に反映されない場合は、対象ユーザーまたは対象機器の「VPP設
定」タブの設定をご確認ください。すでに空の VPPアプリケーションのライセンスなどが割当済みの
場合、「未割当数」が正しく更新されない場合があります。 

 

1 

2 

3 
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1.1.6 ライセンスの回収 

ライセンスが付与されたユーザーを減らすことで、ライセンスの回収を行います。 

ライセンスの仮割当時と同様に、［ユーザー］の「VPP設定」タブ、［組織］の「その他▼」→［VPP設定］、

または［機器］の「機器」の詳細の  →「設定」→［他の設定を見る］→［VPP 設定］から割当てたアプ

リケーションを削除します。 

 

【1】［ユーザー］→［一覧］→一覧から対象を選択→「VPP 設定」タブ→［編集］をクリックします。 

 

1 
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【2】「VPP アプリライセンス付与」から回収するライセンスの  をクリックします。 

⇒回収するライセンスが一覧から削除されます。 

【3】［保存］をクリックします。 

 

 

2 

3 
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【4】仮回収したライセンスを反映させます。［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［VPP ライセ
ンス］→一覧から対象を選択→「アプリケーション」タブを表示します。 

【5】該当アプリケーションの「回収可能数」が「1」以上の数値であることを確認します。 

「0」の場合は反映する回収がありません。 

【6】［更新］をクリックしてください。 

⇒「回収可能数」が「0」になり、「使用数」カラムの数値が反映されたライセンス数に合わせて減少し
ます。 

 

画面が変更されない場合は、画面を再読み込みしてください。 

仮割当を行ったあとも「回収可能数」に反映されない場合は、対象ユーザーまたは対象機器の「VPP
設定」タブの設定をご確認ください。すでに空の VPPアプリケーションのライセンスなどが割当済み
の場合、「回収可能数」が正しく更新されない場合があります。 

 

4 

5 

6 
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1.1.7 管理対象アプリポリシーの作成 

アプリケーション配信の準備を進めます。 

まずは VPPライセンスの利用オプションが有効に設定されたアプリポリシーを作成します。 

 

【1】［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［管理対象アプリポリシー］→ をクリックします。 

【2】「ポリシー名」に任意のポリシー名を入力します。 

【3】「VPP アプリライセンス付与」の「VPP ライセンスを利用する」は、必ずチェックを入れてくださ
い。このアプリポリシーは「アプリケーション配信設定」で指定します。 

【4】［保存］をクリックします。 

 

 

2 
3 

1 

4 
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1.1.8 アプリケーション配信設定の作成 

アプリケーション配信設定を作成します。 

 

【1】［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［アプリケーション配信］→  をクリックします。 

【2】「設定名」に任意の名称を入力します。 

【3】「Store ID」に配信するアプリケーションの Store ID を入力します。 

詳細は以下を参照してください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「設定―iOS」－「アプリケーション」－「アプリ
ケーション検知」－「アプリケーション ID の調べ方」 

【4】「管理」の「有効」は、必ずチェックを入れてください。 

【5】「バックアップ」を許可する場合は、「許可」にチェックを入れます。 

【6】「ポリシー」で先程の「管理対象アプリポリシーの作成」で作成したアプリポリシーを指定します。 

【7】［保存］をクリックします。 

 

 

2 

3 

1 

4 5 6 

7 
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1.1.9 アプリケーション配信設定を割当 

機器に対してアプリケーション配信を行う場合、［機器］の該当機器の「詳細」の  →［その他▼］の「設

定」の［設定の割り当て］からアプリケーション配信設定を割当てます。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「機器」－「一覧」－「機器の設定」 

 

組織に対してアプリケーション配信を行う場合、［組織］の［iOS設定］を選択します。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「組織」－「一覧」－「VPP の付与状況」 

 

【1】［機器］→［一覧］→機器の「詳細」の  をクリックします。 

【2】「設定」→［設定の割り当て］をクリックします。 

 

 

2 

1 
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【3】［編集］をクリックします。 

 

 

【4】「アプリケーション配信設定の作成」で作成したアプリケーション配信設定を指定します。 

組織に対して設定セットを当てる場合は、［機器］の「アプリケーション配信」の設定は「(所属組織
に従う)」である必要があります。［保存］をクリックします。 

【5】［保存］をクリックします。 

キャンセルする場合は、［取消］をクリックします。 

 

4 

5 
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1.1.10 iOS 端末での割当許可 

VPPライセンスをユーザーに割当てた場合は、管理サイトの［機器］からの同期の実行後に、以下の画面が端

末に表示されます。以下のように同意を行う必要があります。（VPPライセンスを機器に割当てた場合は、以

下の画面は表示されずにアプリケーションが配信されます。） 

本画面は機器に対して直接 VPPライセンスを適用した場合は表示されません。 

 

【1】［続ける］をタップします。 

掲載されている割り当て許可の要求画面は iOS 11での表示です。
iOSのバージョンにより、要求画面が異なる場合がございます。 

 

【2】Apple 社からのアプリケーションに関する使用条件とのプライバ
シーポリシーが表示されます。一番下までスクロールして、［同意
する］をタップします。 

初回配布時に同意していただければ、以後表示されません。途中で
キャンセルされた場合は、管理サイトからの同期時に再度表示され
ます。 
（ユーザーを削除しない限り、再度行う必要はありません） 

同意後は、端末が「監視モード」に設定されていればサイレントイ
ンストールができるようになります。 

アプリケーション配布のタイミング： 
アプリケーションは［同意する］をタップしたあとの同期時に配布
されます。同期のタイミングは端末の通信状況などに依存します。 
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1.2 VPP 書籍の配信手順 

Apple社の提供する Volume Purchase Program（VPP）では、有料の書籍ライセンス管理・配布を行うことが

できます。VPPを利用することで有料の書籍ライセンスを大量に購入し、複数のユーザーまたは組織を対象に

同時に配布することができるようになります。 

 

本機能以外（他のMDMなど）によってライセンスの付与・ユーザーの招待が行われた場合は、管理対象外
となります。 

本機能によってライセンスが付与されていても、App Storeから書籍の配信が取り消された場合は配信でき
ません。 

トークンの有効期間は１年間です。Apple Push証明書と同様に 1年に 1回の更新が必要です。 

 

1.2.1 VPP トークン 

VPPトークンとは、VPPアカウントを管理サイトにリンクするためのトークンです。 

VPP トークンには VPP プログラムで購入したライセンスの種類や数量に関する情報が含まれています。この

VPPトークンを「VPPライセンス」からアップロードすることで、VPPのライセンス管理・配布を管理サイト

内で行うことができます。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「設定―iOS」－「VPP ライセンス」 

 

Appleから VPPトークンを入手するには、事前に以下の準備が必要です。 

●メールアドレスの準備 

●D-U-N-Sナンバーの登録（登録制の標準企業コードです。登録には数日かかる場合があります。） 

 

準備ができたら「https://www.apple.com/jp/business/programs/#vpp/」から Apple の Volume Purchase 

Programへのアカウント登録を行います。アカウントの発行まで 2、3時間かかる場合があります。 

アカウントの登録が完了したら、VPPライセンスを使用した書籍の一括購入ができるようになります。 

 

書籍の購入後に VPPトークンをダウンロードします。 

 

https://www.apple.com/jp/business/programs/#vpp/
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1.2.2 VPP トークンのアップロード 

VPPトークンをアップロードします。 

VPPライセンスは 500件まで登録できます。 

 

【1】［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［VPP ライセンス］をクリックします。 

【2】  をクリックします。 

⇒「新規作成」画面が表示されます。 

 

1 

2 
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【3】「アカウント名」に VPP トークンの名称を入力します。 

【4】［ファイルを選択］からアップロードする VPP トークンを指定します。 

 

【5】「備考」に VPP トークンの取得に使用した Apple ID を記録します。 

【6】［保存］をクリックします。 

⇒設定が保存されます。 

 
手順【3】から【6】の詳細は、以下を参照してください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「設定―iOS」－「VPP ライセンス」 

5 

6 

3 
4 
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【7】作成された設定が、一覧に追加されたことを確認します。 
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1.2.3 VPP ライセンスの確認 

VPPトークンアップロード後、「書籍」タブをクリックすると、VPPで購入した書籍が一覧で表示されます。

「端末とユーザーの関連付け」でこれらの書籍をユーザーに割当します。 

 

【1】［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［VPP ライセンス］→一覧から対象を選択します。 

【2】「書籍」タブをクリックします。 

⇒「書籍」タブの下に購入した書籍一覧が表示されます。 

 

 

 

2 
1 
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1.2.4 端末とユーザーの関連付け 

VPPライセンスは、ユーザーまたは組織に対して割当します。 

VPP書籍配信の場合は、機器を指定する配信方法はできません。 

 

◆ ユーザーに割り当てる場合 

ユーザーを作成し、［機器］の「所属」オプションで「ユーザー」を選択し、機器との紐付けを行ってくださ

い。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「機器」－「機器の管理情報」 
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◆ 組織に割り当てる場合 

組織を作成し、［機器］の「所属」オプションから「組織」を選択し、機器との紐付けを行ってください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「機器」－「機器の管理情報」 

 

 

 

ただし、組織を活用する場合、［ユーザー］で所属する「組織」を設定する必要があります。 
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1.2.5 ライセンスの仮割当・割当の反映 

ユーザー（組織）に対してライセンスを割当します。書籍ライセンス付与は 3ステップあります。 

1. VPPテンプレートの作成（任意設定） 

2. ライセンスの仮割当（ユーザー／組織） 

3. ライセンスの割当を反映 

 

1.2.5.1 VPP テンプレートの作成（任意設定） 

各ユーザーまたは機器に対してアプリのライセンスを付与するには、複数の書籍をまとめたテンプレートを事

前に作成することで効率的に［ユーザー］、［組織］で設定を行うことができます。詳細は、以下を参照して

ください。 

『管理サイト リファレンス マニュアル』の「設定―iOS」－「VPP ライセンス」 

 

【1】［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［VPP 設定テンプレート］→ をクリックします。 

【2】「テンプレート名」に任意のテンプレート名を入力します。 

【3】「VPP管理配布登録」の「VPPライセンス」にアップロードしたVPPトークンをプルダウンメニュー
から指定します。 

【4】［書籍］をクリックします。 

【5】「VPP 書籍ライセンス付与」にテンプレートへ含める書籍を追加します。 

【6】［保存］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

1 

2 
3 

4 
5 

6 
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1.2.5.2 ライセンスの仮割当（ユーザー／組織） 

［ユーザー］の「VPP設定」タブ、または［組織］の［その他▼］の「VPP設定」からライセンスの仮割当を

行います。 

 

設定には 2つの手順があり、状況にあわせて選択してください。 

 

●VPP設定テンプレートを使用する場合 

●VPP設定テンプレートを使用しない場合 

 

どちらの手順でも作業が終わりましたら、「仮割当したライセンスの反映」へ続きます。 

 

≪VPP 設定テンプレートを使用する場合≫ 

【1】［ユーザー］→［一覧］→一覧から対象を選択→「VPP 設定」→［新規作成］をクリックします。 
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【2】「テンプレート」にプルダウンメニューから作成したテンプレートを指定します。 

［組織］の［その他▼］→「VPP設定」の場合、「VPPライセンス付与対象」に「ユーザー」または
「機器」を選択します。 

（A）［書籍］が選択されている状態であることを確認してください。 

【3】［適用］をクリックします。 

 

 

【4】「仮割当したライセンスの反映」に続きます。 

 

 

2 
3 

(A) 
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≪VPP 設定テンプレートを使用しない場合≫ 

【1】［ユーザー］→［一覧］→一覧から対象を選択→「VPP 設定」タブをクリックします。 

【2】［新規作成］をクリックします。 

 

 

1 

2 
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【3】「VPP ライセンス」にアップロードした VPP トークンを指定します。 

［ユーザー］の場合のみ、ユーザーに複数の iOS機器が紐付けられていると、「参加依頼」はどの iOS
機器に参加依頼を送付するかを選択します。 
・自動送信：最初に同期した端末が VPPサービスに参加します。（Apple ID が異なることを想定） 
・手動送信：どの端末を VPPサービスに参加させるかを選択できます。 

［組織］の場合のみ、VPPライセンスを付与する対象から「ユーザー」を選択します。 

［ユーザー］の場合のみ、構成プロファイルアップロードで、App Storeを表示させないようにする
制限項目（「Appのインストールを許可」または「App Storeからの App インストールを許可」）を有
効にしていると、VPPの参加依頼を完了できませんのでご注意ください。 

【4】「VPP 書籍ライセンス付与」の「書籍名」に書籍を追加します。 

  をクリックすると、新規に追加できます。 

  をクリックすると、追加したアプリケーションを削除できます。 

（A）［書籍］が選択されている状態であることを確認してください。作業を行います。 

【5】配布する書籍をすべて追加したら、［保存］をクリックします。 

 

 

【6】「仮割当したライセンスの反映」に続きます。 

 

5 

3 

4 

(A) 
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1.2.5.3 仮割当したライセンスの反映 

仮割当したライセンスを反映します。 

ユーザー、組織、すべてに VPP設定がされていた場合、優先順位は「ユーザー＞組織」で設定されます。組
織に VPP 設定を行う場合は、事前にユーザーに、すでに VPP 書籍ライセンスが付与されていない状態であ
ることを確認してください。 

 

ユーザーが所属している組織に、すでに VPP 設定が適用されている場合、VPP 設定画面には組織で設定した

VPP 設定詳細が表示されます。組織の設定を無視して個別の VPP 設定を適用する場合は、ユーザー画面の場

合は［ユーザー個別設定］をクリックしてください。 

 

≪［ユーザー］の場合≫ 
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1.2.5.4 ライセンスの割当を反映 

「仮割当したライセンスの反映」で設定した仮割当を本割当として反映します。 

 

【1】［設定］→［iOS］→［アプリケーション］→［VPP ライセンス］→一覧から対象を選択→「書籍」
タブを表示します。 

【2】該当書籍の「未割当数」が「1」以上の数値であることを確認します。 

「0」の場合は反映する仮割当がありません。 

【3】［更新］をクリックしてください。 

⇒「未割当数」が「0」になり、「使用数」カラムの数値が反映されたライセンス数に合わせて増加しま
す。 

 

「所持数」が「未割当数」を下回る場合、ライセンス付与はできません。 

VPP書籍配信ではライセンスの回収、書籍の削除はできません。そのため、特に有償の VPP書籍に
ついては誤って配信しないよう、配信先には十分に注意してください。 

リモートワイプ（管理領域）実施時も、書籍はアンインストールされずに端末へデータが残ります。 

画面が変更されない場合は、画面を再読み込みしてください。 

仮割当を行ったあとも「未割当数」に反映されない場合は、対象ユーザーの「VPP設定」タブの設定
をご確認ください。すでに空の VPP書籍のライセンスなどが割当済みの場合、「未割当数」が正しく
更新されない場合があります。 

 

 

1 

2 

3 
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1.2.6 iOS 端末での割当許可 

VPPライセンスをユーザーに割当てた場合は、管理サイトの［機器］からの同期の実行後に、以下の画面が端

末に表示されます。以下のように同意を行う必要があります。 

 

【1】［続ける］をタップします。 

掲載されている割り当て許可の要求画面は iOS 11での表示です。
iOSのバージョンにより、要求画面が異なる場合がございます。 

 

【2】Apple 社からのアプリケーションや書籍に関する使用条件とのプ
ライバシーポリシーが表示されます。一番下までスクロールして、
［同意する］をタップします。 

初回配布時に同意していただければ、以後表示されません。途中で
キャンセルされた場合は、管理サイトからの同期時に再度表示され
ます。 
（ユーザーを削除しない限り、再度行う必要はありません） 

同意後は、端末が「監視モード」に設定されていればサイレントイ
ンストールができるようなります。 

アプリケーション配布のタイミング： 
アプリケーションは［同意する］をタップしたあとの同期時に配布
されます。同期のタイミングは端末の通信状況などに依存します。 
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